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担

当 
畑農

鋭矢 不可 
5問中 4問を選択して解答し、選択した問題の
解答欄にある□に印を付けること 
5問解答した場合には最高点を評価から除く。

 
 

 

第 1問 
 Yは GDP、Cは消費、Iは投資、Gは政府支出、Tは租税負担とする。また、aは定数であり、0<a<1
を満たすものとする。GDPが Y=C+I+G、消費が C=a(Y−T)で決まるとき、以下の設問に答えなさい。 
1) 2兆円の政府支出の増加と 2兆円の増税を同時に行うと、GDPはどのように変化するか。（5点） 
2) 1兆円の政府支出の減少と 1兆円の減税を同時に行うと、GDPはどのように変化するか。（5点） 
3) あるとき政府支出だけを 1兆円増やすと GDPが 10兆円増加した。このとき aはいくつか。（5点） 
4) 別の機会に政府支出だけを 2兆円増やすと GDPが 10兆円増加した。政府支出を増やさずに減税
によって GDPを同額の 10兆円増やすためには減税額をいくらにすればよいか。（10点） 

 
第 2問 
 図（裏面）を見てわかることを 100字位以内で簡潔にまとめなさい。（25点） 
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欄                          

 

第 3問 
 A～Eの財が存在し、2000年と 2005年の価格と購入量が右表のようになって
いる。以下の設問に答えなさい 
1) 2000年を基準時点として2005年のラスパイレス物価指数を求めなさい。（10点） 
2) 上記 1)と同様にして 2005年のパーシェ物価指数を求めなさい。（10点） 
3) 求めたラスパイレス物価指数とパーシェ物価指数の大小関係が生じる理由は
何か。もっとも適切な選択肢を 1つだけ選びなさい。（5点） 
①より価値の高い財に需要がシフトするから 
②物価が上昇しているから 
③この数値例では偶然そうなっただけ 
④より安価な財に需要がシフトするから 

 
第 4問 
 A～D の産業が存在する国がある。それぞれの産業の生産活動および最終消費の状
況は右表のようになっている。このとき以下の設問に答えなさい。 
1) 表中の空欄(a)～(g)に適切な数字を求めなさい。（各 3点、計 21点） 
2) もっとも生産力の大きい産業は A～Dのうちのどれか。（4点） 

 
 
 
 
 

 
第 5問 
【設問】寄付点（x）、および罰則指定点（y）を 0～10 の整数で記しなさい。ただし、xと y

の合計は 10 を超えてはならない（10 点よりも小さいのは構わない）。 

【注意】この問を選択した場合、参加者の解答を基に行うゲームの結果により各自の点数が

決定される。ゲームの内容をよく理解し、熟慮の上で自らの責任において選択する

こと。なお、試験中にゲームの内容に関する質問は受け付けない。 
【ゲームの内容】 

1) 各参加者（この問の選択者）の当初の持ち点は 10点である。 
2) 参加者は共同基金に寄付する点（x：寄付点）、および寄付が少ないものに対して罰則を指定するための点（y：罰則指定点）
を決定する。 

3) 寄付点（x）の参加者平均（X）を 3倍した得点（3X）が参加者に与えられる。 
4) 罰則指定点（y）の参加者平均（Y）を計算し、x が Y よりも小さい参加者から罰則指定点の参加者平均（Y）を 3 倍した罰
則点（3Y）を差し引く。 

5) 獲得点数は、x≧Yの場合には Xyx 310 +−− 、x＜Yの場合には YXyx 3310 −+−− となる。 
【ポイント】要するに、寄付をすると持ち点が減るが、寄付が少ないと罰則を受ける可能性がある。また、罰則指定すると持

ち点が減るが、罰則指定しないと寄付の少ない人を野放しにすることになる。さあどうする？ Good Luck!! 
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2） 

3） 

□
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財  
A B C D E 

価格 150 500 100 200 100
2000年

購入量 12 2 16 6 14
価格 200 450 120 250 100

2005年
購入量 8 4 10 4 10

□第 3問解答欄 
1) 2) 3) 

   

 A B C D 計

原料 50 (a) (b) 130 (c)
付加価値 (d) 150 (e) (f) (g)
生産物 200 250 200 300 950
最終消費 100 200 150 200 650□第 4問解答欄 

1) 
(a) (b) (c) (d) (e) (f) (g) 2) 

        

□第 5問解答欄 
寄付する点（x） 罰則点（y） 

点 点
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第 2問の図 
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